




























































































泰侯実録』（1924 年刊），『琉球人名考』（1925 年刊），『黎明期の海外交通史』（1941 年刊），
『南島論攷』（1941 年刊），『六
















































































































































































































































































されたものであった。リースは 1887（明治 20）年 2月に東京帝国大学に赴任して，ランケ










































































第 8巻 4号）という論文を発表し，『琉球新報』紙に「為朝事蹟考」（4月 1～6日）と「伊波



















りはなかったようであるが，『琉球新報』紙に 1908（明治 41）年から翌年にかけて 1年余り連
載された「歴史瑣談」は，まとめられて『大日本地名辞書』続篇（第二　琉球）として刊行さ






















































































































































































































































































































































































































































































































で見た沖縄」（『琉球新報』，1959 年 1 月 18 日～3月 17 日），「成長した沖縄」（『琉球新報』，

































4）　渡口真清「解題」（琉球新報社編『東恩納寛惇全集』第 9 巻，第一書房，1981 年，1ページ）。『東
恩納寛惇全集』は，以下では『全集』と略す（編者と出版社も略す）。
5） 喜舎場一隆「東恩納寛惇」（沖縄県編『沖縄県史　別巻　沖縄近代史辞典』，沖縄県，1977 年，468～
9 ページ）；島尻地区小学校社会科研究会『沖縄歴史人名事典』，沖縄文化社，1996 年，65 ページ。




（1912 年 1 月 13 日～16 日）紙に発表している。東恩納も蔡温を高く評価し，なかでも蔡温が著した
『醒夢要論』と『俗習要論』について，蔡温の思想を知る上で最も重要な著書であると位置付けてい
た。崎浜秀明「東恩納先生に蔡温を学ぶ」（『全集』付報 8，1980 年，2～4ページ）。







み：農務帳の林政 7書を中心に」（『Multi-level Environmental Governance for Sustainable Development 
Discussion Paper』，No. J08-05，2008 年，1～64 ページ）。
10）　田里修「「羽地仕置」に関する一考察」（『沖縄文化』，第 25 巻 1 号，1988 年，1～13 ページ）。
11）　東恩納寛惇「新教育の目標」（『全集』第 10 巻，1982 年，375～83 ページ）。これは 1951（昭和 26）
年 9月に沖縄群島政府文教部から日本教育視察団として派遣された沖縄の教育関係者を対象にして行
なわれた講演であった（『琉球新報』，1951 年 10 月 24 日～28 日）。
12）　東恩納寛惇「新教育の目標」（『全集』第 10 巻，1982 年，377 ページ）。
13）　伊藤陽寿『「危機の時代」の沖縄―現代を写す鑑，十七世紀の琉球』，新典社，2009 年，31～52
ページ。
14）　東恩納寛惇『校註 羽地仕置』（『全集』第 2巻，1978 年，143～238 ページ）。
15）　東恩納寛惇『校註 羽地仕置　序』（同上書，148 ページ）。
16）　田里修，前掲論文，1988 年，2～4ページ。
17）　東恩納寛惇「沖縄文化史上に於ける向象賢先生の位置」（『全集』第 4巻，1979 年，349～53 ペー
ジ）。
18）　同上書，352 ページ。





23）　東恩納寛惇「『島袋全発著作集』序にかえて」（『全集』第 9巻，1981 年，282 ページ）。
24）　同上書，282～3 ページ。
25）　外間正幸「人間的回想」（『全集』付報 3，1978 年，5～6ページ）。







32）　東恩納寛惇『童景集』（『全集』第 5巻，1978 年，286～7 ページ）。














40）　東恩納寛惇『島津氏の対琉球政策』（『全集』第 2巻，1978 年，1～144 ページ）。
41） 同上書，28～9 ページ。
42）　同上書，141 ページ。
43）　東恩納寛惇「想出す人・物・事」（『全集』第 9巻，1981 年，340～1 ページ）；富島壮英「書誌」
（『全集』第 2巻，1978 年，11 ページ）。
44）　この時期の主な論文は，「歴史論考」として『全集』第 1巻（1978 年，259～427 ページ）に掲載さ
れている。




47）　外崎克久『北の旅人―加藤三吾伝』，御茶の水書房，1982 年，44～61 ページ。加藤は 1899（明
治 32）年に沖縄県尋常中学校に赴任しているので，東恩納の恩師にあたる。
48）　東恩納寛惇「琉球の研究の一部を評して併せて為朝考の欠を補ふ」（『琉球新報』，1907 年 5 月 18




50）　富島壮英「書誌」（『全集』第 6巻，1979 年，12 ページ）。





集』第 8巻，1980 年，192～3 ページ）。
53）　東恩納寛惇「琉球の地名人名の研究」（『歴史地理』，第 14 巻 4 号，1909 年；『全集』第 6 巻，1979
年，592～600 ページ）；東恩納寛惇「道成寺と執心鐘入」（『沖縄毎日新聞』，1910 年 5 月 20～24 日；
『全集』第 8巻，1980 年，435～43 ページ）；東恩納寛惇「琉球の歌謡並びに音楽に就いて」（『琉球新
報』，1910 年 11 月 22 日～12 月 1 日；『全集』第 8巻，1980 年，396～407 ページ）；東恩納寛惇「琉
44 並松　信久
訳聖書について」（『琉球新報』，1912 年 6 月 5 日～6日；『全集』第 5巻，1978 年，22～34 ページ）；
東恩納寛惇「旧琉球の位階制度」（『歴史地理』，第 31 巻 1・2 号，1918 年；『全集』第 4巻，1979 年，
392～410 ページ）；東恩納寛惇「牧志恩河一件の真相」（『琉球新報』，1913 年 12 月 1 日～1914 年 1
月 26 日；『全集』第 4 巻，1979 年，423～33 ページ）；東恩納寛惇「六諭衍義に就いて」（『史学雑




56）　東恩納寛惇『尚泰侯実録』（『全集』第 2巻，1978 年，239～517 ページ）。
57）　東恩納寛惇『琉球人名考』（『全集』第 6巻，1979 年，357～478 ページ）。
58）　東恩納寛惇「維新前後の琉球」（『全集』第 5巻，1978 年，4～21 ページ）。これは 1926 年 11 月に
維新史研究会での講演録である。
59）　喜舎場一隆「解題」（『全集』第 2巻，1978 年，6～7ページ）。







64）　東恩納寛惇『琉球人名考』（『全集』第 6巻，1979 年，364～410 ページ）。
65）　東恩納寛惇『琉球人名考　自序』（同上書，359 ページ）。
66）　島尻勝太郎「解題」（同上書，5 ページ）。『冊封使録』については，島尻勝太郎「冊封使録概説」
（『興南研究紀要』，第 2号，1973 年）；東恩納寛惇「冊封使録」（『全集』第 5巻，1978 年，141～3
ページ）。冊封使とは，中国皇帝が周辺諸国の首長を国王に任命するために派遣した勅使のことであ
る。琉球には 1404～1866 年の間に，24 回（明代 16 回，清代 8回）派遣された。赤嶺守，前掲書，
2004 年，171～87 ページ。




70）　東恩納寛惇『琉球の歴史』（『全集』第 1巻，1978 年，1～150 ページ）。
71）　東恩納寛惇「琉球の最後」（同上書，141～4 ページ）；東恩納寛惇「日本敗戦のしわよせ琉球，宿
命の二十九度線」（同書，144～6 ページ）。
















81）　東恩納寛惇『琉球の歴史 はしがき』（『全集』第 1巻，1978 年，3ページ）。
82）　東恩納寛惇「地割制」（『全集』第 4巻，1979 年，356～70 ページ）。地割制と史料の関係について
は，拙稿「仲吉朝助の勧農論―沖縄農業研究の端緒」（『京都産業大学論集人文科学系列』，第 36
号，2007 年，159～62 ページ）。農地の所有と利用については，仲地宗俊「沖縄における農地の所有
























102）　東恩納寛惇『沖縄渉外史』（『全集』第 1巻，1978 年，199 ページ）。
103）　同上書，237 ページ。
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Kanjun Higaonna and the Development
of Okinawa Historical Study
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
Kanjun Higaonna (1882-1963) is the representative researcher of the Okinawa history in modern Okinawa.
He was affected by the German positivism historical study in Tokyo Imperial University. He took the birch in
Hosei University and Takushoku University after graduation from university. At the same time, He did document
collection about the Okinawa history and left many results of research. There are many studies about his study
achievements, but there are few studies that took himself up. This article follows his career and thinks about the
process when his historical study was formed.
Higaonna was the researcher who did a substantial history study all the time. His study achievements are
divided into four mainly. (1) the study about the trade of Ryukyu, (2) the study of the place name and the person’s
name, (3) the study about the culture of Ryukyu, (4) revision and an explanatory note of the main classics. He
continued living in Tokyo and left many study achievements. When Japan thought about postwar Okinawa
problem, his historical study served as a reference.
It was difficult for him to establish history for the reason of not having the present conditions recognition of 
the native district. He repeated a forcible remark, because he had sense of impending crisis for the present
conditions. He demanded mental independence for people of Okinawa.
The Okinawa historical study of Higaonna had strong native district consciousness. However, he put his heart
and soul into positivism without depending on native district consciousness. His study elucidated relations with
Asia. It was a study of the pioneer.
Keywords: Kanjun Higaonna, Okinawa historical study, Ryukyu historical study, Positivism historical study, 
History of Okinawa public relations
